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8-2 日常交通の実態調査 

(1) 日常交通の実態調査とは 
日常交通の実態調査は、施策の対象地域が狭い場合や駅間、バス停間隔の短い路線となる場合に

有効な方法で、対象地域の居住者や交通機関利用者を対象とした実態調査である。 

 

(2) 調査内容について 
日常交通の実態調査としては、日常生活の主な外出先やその際の交通手段、移動の頻度などを回

答してもらうアンケート調査が考えられる。日常交通の実態調査は、検討内容により様々な種類が

想定されるため、把握したい交通実態に合わせて調査票を設計する必要がある。 

本手引きで対象とする施策検討および評価指標の算出の際に必要となる日常交通の実態調査につ

いて解説する。 

 

（本手引きで対象とするもの） 

①居住者アンケート  ： 7-3 日常交通の実態調査・選好意識調査を実施する検討手法を用いる際に、

居住者を対象に行うアンケートである。 

9 評価指標（高齢者、移動弱者の外出率）の算出の際に利用することも可能

である。 

  

②来街者アンケート  ：
 （中心市街地の回遊者

を対象とするもの）

7-3 日常交通の実態調査・選好意識調査を実施する検討手法を用いる際に、

中心市街地等に来街する人を対象に行うアンケートである。 

駐車場所を尋ねることで、1-9 評価指標（中心市街地のフリンジパーク利用

率）の算出の際に利用することも可能である。 

  

③来街者アンケート  ：
（鉄道・バス利用者を

対象とするもの） 

7-3 日常交通の実態調査・選好意識調査を実施する検討手法を用いる際に、

中心市街地等の鉄道利用者やバス利用者を対象に、駅やバス停で行うアン

ケートである。 

  

④来街者アンケート  ：
（自動車利用者を 

対象とするもの） 

7-3 日常交通の実態調査・選好意識調査を実施する検討手法を用いる際に、

対象地域の駐車場利用者を対象に行うアンケートである。 
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①居住者アンケート 

 対象地域住民のある 1 日の交通実態を把握する場合は、目的地（立ち寄り場所、訪問先）や頻度、

移動手段等を尋ねることが想定される。居住者アンケートは、居住地ベースのアンケートを行う。 

・ 個人属性（性別、年齢、職業、住所、免許の有無、自由に使える自動車の有無等） 

・ 交通行動（目的地、移動目的、出発時刻、到着時刻、移動手段） 

等 

 

 
図 8-2 居住者アンケート票の例 

資料：稲城市、市内公共交通アンケート調査委託報告書、平成 12 年 9 月 

 

居住者が“どこに”、“どの程度の頻度”

で訪れているかを把握することで、路線

（案）を策定する。 
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②来街者アンケート（中心市街地の回遊者を対象とするもの） 

 中心市街地を回遊している人を対象にアンケートを行う場合は、都心への訪問目的や頻度、交通

手段等を尋ねることが想定される。 

・ 個人属性（性別、年齢、職業、住所、免許の有無、自由に使える自動車の有無等） 

・ 都心への来街頻度 

・ 来街目的 

・ 立ち寄り場所 

・ 来街手段 

・ 到着時刻、出発時刻 

・ 本日利用した駐車場（フリンジパーク利用率を算出する場合） 

等 

 

 

 

 
 

図 8-3 中心市街地の回遊者アンケート票の例 
資料：浜松市、浜松市駐車場整備計画策定調査報告書、平成 16 年 2 月 

 

来街者が、どこを訪れているかを把握す

ることで、路線（案）を策定する。 

駐車した場所を尋ねることで、

フリンジパーク利用率を算出可

能となる。 
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③来街者アンケート（鉄道・バス利用者を対象とするもの） 

 鉄道・バスを利用して中心市街地を訪れる来街者を対象にアンケートを行うことで、どんな人が、

どこから、中心市街地等を訪れて、どの程度の頻度で、どこを訪れているのかを尋ねることが想定

される。 

・ 個人属性（性別、年齢、職業、住所、免許の有無、自由に使える自動車の有無等） 

・ 目的地 

・ 公共交通の利用頻度 

・ 公共交通に乗るまでの移動手段、公共交通を降りた後の移動手段 

・ 公共交通へのニーズ 

・ 立ち寄り場所 

・ 到着時刻、出発時刻 

等 

 

 
 

図 8-4 鉄道駅・バス停利用者アンケート票の例 
資料：長野県、平成 18 年度上田都市圏総合都市交通体系調査報告書、平成 16 年 2 月 

公共交通を利用して“どこに”、“どの程

度の頻度”で訪れているかを把握するこ

とで、路線（案）を策定する。 
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④来街者アンケート（自動車利用者を対象とするもの） 

 対象地域の駐車場利用者を対象にアンケートを行う場合は、利用駐車場、立ち寄り場所等を尋ね

ることが想定される。 

・ 個人属性（性別、年齢、職業、住所等） 

・ 出発地、目的地 

・ 中心市街地への訪問頻度 

・ 本日利用した駐車場 

・ 今後の駐車場の利用意向 

・ 立ち寄り場所 

等 

 

 

 

 
図 8-5 駐車場アンケート票の例 

資料：浜松市、浜松市コミュニティバス導入実証実験事業業務委託報告書、平成 14 年 2 月 

自動車を利用して“どこを”訪

れているかを把握することで、

路線（案）を策定する。 
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(3) サンプル数の設定について 
日常交通の実態調査において、サンプル数の設定は、サンプリング誤差（精度）と調査費用はト

レードオフの関係にある。このため、統計的観点からサンプリング誤差を明確にしておき、標本調

査の設定式を用いて、必要サンプル数を検討する。具体的には、以下の公式を用いて算出すること

が多い。 

来街者アンケートのように、母集団の属性分布が事前に分からない調査は、調査結果を活用する

際には、回収された調査票の属性の妥当性について留意する必要がある。 
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α ：母集団特性値の推定を誤る確率（通常 5%がよく用いられる） 
)(αK ：正規分布の性質から与えられる値（ %5=α のとき、 96.1)( =αK ） 

ε ：許容できるサンプリングの誤差 

P：母比率（一般的には、事前に想定できないことから、最も必要サンプル数が多くなる「0.5」

を用いることが多い。） 

N ：母集団の大きさ 

n：必要とされるサンプル数 

 


